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令和４年度 学校教育アンケートの結果について 
 

過日は、学校教育アンケートのご協力ありがとうございました。保護者の皆様からの81％の回答をいただくことができ

ました。学校教育に協力的で多くのご意見を頂けたと考えております。以下のとおり報告させて頂きます。 
 

■アンケート実施にあたって 

 本年度も、昨年度からの新型コロナウイルス感染症に対する予防策を引き続き講じた上での学校教育活動となりました。

児童及び保護者の皆様には、心配な面を抱えながらも様々な点で、ご理解、ご協力を頂きながら、この状況に対応した教育

活動を実施することができました。そのことに対して、心より感謝申し上げます。本アンケートにつきましては、昨年度同

様に児童用アンケート（全学年を対象に全１５問）、保護者用アンケート（全１５問の設問と記名式の自由記述欄）を実施

させて頂きました。回答として、A：よくあてはまる B：ややあてはまる C：あまりあてはまらない D：まったくあて

はまらない の４項目から選んでいただきました。集計上、AとBのまとまり、CとDのまとまりとして、２つのグルー

プに分けて検討、考察させて頂きました。 

本校の教育目標 

「 自立：自分で考え、自分でできることは自信をもってする  

共生：たがいの違いを認め合いながら、生きていく  

創造：学びをもとに、さらなる一歩を創り出していく   」 

コロナ禍でも、この目標実現に向けて教育活動をすすめてきました。全体的には、保護者用で昨年度と同様に多くの項

目で高い評価を頂きました。本校教育活動について一定のご理解を頂けたと感謝いたします。児童用では、昨年に引き続

き、感染予防上制限があったことが結果にも表れており、そのことを真摯に受け止めつつ、今後の教育活動に活かしてい

ければと考えております。以下、結果を５つの視点で振り返り、まとめました。 
 

 

この視点に該当する項目として、「1.学校は教育方針や教育活動の様子を各たよりやホームページなどでわかりやすく伝

えている」はAB（肯定的）評価が９５％と昨年同様で、「4.学習の内容や進度等を学習参観、懇談会や学級（学年）通信な

どによって、よく知ることができる」は（昨年86⇒本年90％）、「5.通知票は、子どもの学力を適切に評価できるように工

夫されている」（88⇒79％）、「15.学校は保護者が授業を参観する機会をよく設けている」（８９⇒９３％）というAB（肯

定的）評価をいただきました。合わせて、残りのCD評価の存在も真摯に受け止め、より工夫していかなければと考えてお

ります。一方、毎月の学校だより、日々のホームページなどを通して、実際の取り組みの様子を写真等で紹介してきました。

また、コロナ対応にご理解、ご協力頂く中での分散参観、運動会実施などの機会には、お気づきの点やご意見、ご感想など

も頂きました。ありがとうございました。 

 

 

本校教育目標として「自立・共生・創造」を掲げ、開校当初より全ての教育活動においてその達成に向けて取り組んでき

ました。自立の視点では、児童用で「12.掃除は真面目にしている（90⇒90％）」「13.あいさつをきちんとしている（92⇒

89％）」「14.自分でしっかり考えてみんなが楽しめるような学校生活をおくろうとしている（90⇒89％）」「15.時間を守

り、規則正しく生活する（90⇒87％）」と、自分でできることはする意識は高く維持できました。あいさつについては保護

者用の「11.場に応じたあいさつができる（93⇒91％）」の評価を頂きました。また、共生の視点では、保護者用の「12.人

権を尊重する教育の実施（94⇒89％）」や児童用の「9.自分を大切にし、他人への思いやりを学ぶ（91⇒92％）」との評価

でした。お互いを認め、大切にし、協力することは学校だけでなく、様々な場面で育んでいきたい姿です。また、学校・家

庭との連携、相談の視点では保護者用で「2.学校は子どものことで家庭と連絡をきめ細かく行っている（84⇒83％）」「7.

相談しやすい雰囲気がある（84⇒81％）」と昨年を下回る評価でした。児童用では「6.勉強や友だちのことを先生に相談（74                             

⇒69％）」「7.学級以外でも相談できる先生がいる（68⇒69％）」との評価でした。年齢が上がるにしたがって、子どもた

ちは、様々な思いを抱えていて、なかなか素直に気持ちを表せないで、悩んでいることもあると思います。そのためこれ 

１．本校の教育方針、活動の様子をより広く情報発信する 

２．「自立・共生・創造」の力を育む  ～学校・家庭と連携して～  

裏面につづく 



 

まで以上に、子どもたちに寄り添う姿勢で教職員は接していかなければと考えています。今後も家庭・学校が、手を携え

て子どもたちを育んでいける関係を築いていけますように、よろしくお願いいたします。 
 

 

 

保護者用では、「3.授業が楽しくわかりやすい（85⇒80％）」、児童用では「2.授業はわかりやすく楽しい（85⇒79％）」

「3.授業で自分の考えをまとめたり、発表する（70％）」「4.先生に質問しやすい（74⇒72％）」の評価となっております。

この結果を真摯に受け止めて、引き続き、どの授業でも基礎的・基本的な知識や技能の習得とともに、より意欲的に取り組

めるよう、また集団の中での充実した学びや達成感を味わえるよう、工夫していきたいと考えております。評価の観点では、

児童用の「5.努力を認めてくれる（90⇒83％）」保護者用の「5.通知票は適切に工夫（88⇒79％）」との回答でした。こう

した結果を受けて学校として「指導と評価」を一体としてとらえていくことを再度確認し、説明責任を果たしていきます。

そして、めざす子ども像である「自ら学び、正しく判断し、最後までがんばる子」「思いやりの心で、たがいを大切にし、助

け合う子」「心身ともに健康で、たくましい子」の育成に引き続き、努めてまいりたいと考えております。 
 

 

  

この視点に関しては保護者用では、「6.楽しく学校に通っている（97⇒91％）」「10.運動会など学校行事が工夫されてい

る（96％）」「11.場に応じたあいさつができるようになっている（93⇒91％）」という評価を頂いております。また児童用

では「1.学校へ行くのが楽しい（86⇒81％）」「10．運動会などの行事は楽しい（91⇒92％）」「13.きちんとあいさつして

いる（92⇒89％）」の肯定的な回答を得ました。学校へ行くのが楽しみの中には、友だちとの日々の何気ないかかわりであ

ったり、授業ではペアワークやグループワークで新たな気づきを得たり、今まで知らなかった新しい知識を得たり、わから

ないこと、できなかったことができるようになったりと言ったことがあると思います。そのため今後も授業改善、内容のさ

らなる工夫に尽力していくことを教職員全体で確認し、取り組んでいきます。一方、保護者用「8.学校はいじめ防止に取り

組んでいる（84⇒80％）」と児童用「6.困っていることで先生に相談できる（74⇒69％）」については、肯定的な回答以外

の思いに対して、またこうした数字には表れない（隠れている）ところで、子どもたちの悩みや不安があるかもしれないと

いうことを全教職員で再度確認しました。従来より実施している定期的な「こころのアンケート」とその内容に関する聞き

取りなどの実施・分析・対応や日頃の何気ない様子も見逃さないように取り組んでいきます。 
 

 

 

保護者用の「9.子どものまちがった行動に適切に指導（88％）」「13.地震など各種避難訓練を実施（98％）」「14.学校は

登下校を含め児童の安全確保に取り組んでいる（94⇒92％）」や児童用の「8.命の大切さや安全を守る行動を学ぶ（94％）」

「11.地震などの対応を教えてもらっている（94％）」などから、引き続き良いことは褒め、間違ったことは適切に指導し

ていくことを大切にしていきたいと考えております。また、突然の災害発生など想定外のケースにも、落ち着いて判断し、

対応する力を避難訓練はもとより、日々の学びや生活で身に付け、めざす子ども像にもある「自分で決めて、さらなる一歩

を踏み出せる子」に育んでいきたいと考えております。 
 

 最後に自由記述欄へのご意見についてです。「タブレットの活用に関すること」「教員の学習面、生活面での指導方法に

関すること」「年度途中の学級担任交代に関すること」「校庭の遊具に関すること」「給食指導（給食時間）に関すること」

「授業参観に関すること」「各種アンケートに関すること」「マスク着用に関すること」「登校班に関すること」「学力向上

に関すること」などについてご意見をいただき、合わせて応援や感謝の気持ちも伝えて下さり、活力にすることもできま

した。いただきました貴重なご意見はしっかりと受け止め、改善すべきことを判断し、今後の学校運営に反映していくよ

う努めてまいります。 

これからも、より良いかなん桜小学校を目指して教育活動を進めてまいりますので、ご理解、ご協力をお願いいたしま

す。                                                  

４．明日も行きたくなる 学校をみんなで創っていく 

３．確かな学力、豊かな表現力、健やかな体力を育成する ～自ら学ぶ姿勢～ 

５．既習の学びをもとに 未知なるケースへの判断力・対応力を身に付ける 

※アンケート結果の保護者用、児童用の各項目ごとの数値を表した表とグラフ（カラー）を、本校ホームペ

ージにアップしております。 


